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　　　まえがき

　この報告書は、昭和53、54両年度にわたって文部省科学研究費の助成を受けた「老人の療養・看護

施設の建築計画に関する研究」について、研究成果の概要をとりまとめたものである。

　本研究の目的は老人の療養・看護に関わる施設の機能を、看護機能と生活機能の両面からとらえて

明確にすることによって、施設計画上の指針を得ることにある。

　研究の対象として特別養護老人ホームを取り上げた。療養・看護施設の研究対象として、老人福祉

施設である特別養護老人ホームを取り上げたのは、次のような理由からである。

　　1　医療と社会福祉の境界領域にある施設で、老人の療養・看護を考える場合、適切な対象であ

　　る。

　　2　看護（介護）の場であると同時に、老人の生活の場であって、両機能が偏ることはなくバラ

　　ンスしていると考えられる。

　　3　看護の基本的なたらきである「身のまわりの世話」を行うことが重視されている。診療や看

　　護の専門性はそうした基本的機能に付加する形で、施設計画に反映すればよい。

　　4　運営や施設の面で、水準が高いとはいえないまでも、比較的安定している。

　この報告書は第5章から成る。第1章ではアンケート方式で行なった全国調査の結果から、施設の

実態を経年的・地域的に比較して示し、あわせて「施設の社会化」に関連する実態をも示した。第2

章と第3章では、施設内での老人の生活行為を観察して、どのような生活が行われているかを明らか

にし、老人の特性に対応した施設空間のあり方について考察した。第4章では、老人自身による身の

まわり管理という観点から、私物の扱いを取り上げ、私物の種類と量および収納場所について明らか

にした。第5章では、介護者の作業内容と作業動線の調査・分析を行なって、作業動線をモデル化し

た。それを既存平面タイプに適用することによって平面計画上の諸問題を抽出し考察した。さらに計

画中の平面に適用することによって、計画過程での平面評価を行なった。

　研究には多くの方々にご協力いただいた。アンケート調査に回答下さった全国の特別養護老人ホー

ム、観察調査の場を与えて下さった愛全園、有隣ホーム、横須賀老人ホームの各位に深謝する。

　また研究室の長島一道、酒井造次、船津利夫、梅原将裕、伊藤実、の諸君の尽力に謝意を表したい。
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第1章特別養護老人ホームの施設実態と地域社会との関連について

　　　　　　　　　　　　　　全国調査結果の概要

竃．研究の目的

　特別養護老人ホーム（以下、特養と略す）は量的、質的整備が強力に進められ、　「収容の場」か

　　ら「生活の場」へとその姿をかえつつある。更には

　　ユ）入所老人を地域の一員として扱う。

　　2）施設の専門的機能を地域の老人に提供する。

　　3）施設の設備を地域住民に開放する。

　　等の所謂、〃施設の社会化〃が施設計画の際の大きな課題となっている。そこで本研究では、入

　　所者の生活実態、地域社会との交流の実態、施設長の施設開放に関する意見等の把握を通し、地

　　域と望ましい関連をもった施設計画のための基礎的資料を得ようとするものである。

2．研究の方法

　　全国の特別養護老人ホーム755施設を対象に昭和54年6月一8月にかけて郵送によるアンケ～ト

　　調査を行なった。　（有効回答数488施設、回収率64．0％）。分析にあたっては、

　　1）経年的な変化～開設年別の比較、昭和49年度特養全国調査（修士論文、角沢信夫）との比較

　　2）地域一全国を生活、経済的条件で大都市圏、地方都市圏、地方圏に分けた。

　　2の軸を中心に比較しながら、特養の施設実態を把握し、更にこれらを基に地域社会との関連

　　を明らかにした。

3．施設の概要

　　1）施設数の増加は年間1割以上と著しく、経営主体では公営二民営が1：4で、年々民間主導

　型の傾向が強まっている。特に大都市圏ではその傾向が顕著にみられる。

　　2）老人エ人当りの延床面積は地域によらず、年々増大し、特に昭和53年以降の施設は平均29，0

　平方メートルと現行基準の243平方メートルを大幅に上回っている。

　　3）職員数は老人1人当りでみると、大都市圏ほど多く配置され寮母、看護婦ではその傾向が強

　　い。寮母については、ほとんどの施設で国の「最低基準」を上回っている。医師は兼任している

　　割合が高く、大都市圏ではその傾向が強い。

　　4）併設施設は医療機関が22％と多く、大都市圏ほど併設病院、協力病院をもつ割合が高くなつ

　　ている。

　　5）立地条件ではバス停から徒歩で10分以上もかかる施設が2割と交通の便が悪い施設も多い。

4．入所老人の実態

　　D男女の比は1：2で構成比は49年当時とさほどかわらない。年令構成は80才以上の老人が4

　　割を占め、平均年令でみても75才以上の施設が増えている。

　　2）A．D。L。は自立歩行者の割合が減少し、補助具・介助歩行者の割合が高くなっている。また

　　精神も「正常者」の割合が減り、「痴呆」の割合が高くなっており、高令化、重度化がうかがわ

　　れる。〃地域〃でみると地方都市圏では自立歩行者の割合が215％であり、他の〃地域〃よりも

　　低くなっている。

　　3）疾病は循環器系の疾患が最も多く、全体の8割強を占めている。中でも脳血管疾患（37％）

　　高血圧（27％）心臓病（16％）が多い。また入所者総数の97％が何らかの疾患を有しており、特
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　　養における医療の必要性がわかる。

5。医　療

　　1）投薬は約半数の施設で入所老人の8割を対象としており、投薬率は年々上がってきている。

　　またそれは大都市圏で高くなっている。

　　2）昭和54年5月1ケ月間の通院者数は全入所者の約14％であり、入院者数は約2％である。受

　惚者数は通院、入院共に大都市圏ほど少なくなっている。

　　3）通院診療の場所は内科でみると、7割が施設内か併設の病院で行なわれているが逆に入院診

　療は施設のある市区町村内外での依存度が高く、医療供給体制の拡充が望まれる。

6．施設諸室の構成

　　D居室は開設年別にみると、昭和49年までは6人部屋が約35％、4人部屋が約20％であったが、

　昭和50年頃より逆転し、現在の部屋総数の割合は4人部屋が約80％と一番多く、6人以上の部屋

　　はほとんど設置されていない。これは昭和47年度に発表された「中間意見答申」による影響であ

　　ると思われる。1人部屋、2人部屋は経年的変化はなく、全体の約！0％前後である。

　　2）居室以外の諸室は「最低基準」で設置が義務づけられている部屋に独立室が多い。兼用され

　　ることの多い部屋は、集会室一食堂一娯楽室、寮母室一職員更衣室、医務室一看護婦室である。

7．入所者と家族

　　1）面会頻度と〃地域〃との関係は、大都市圏では面会頻度は少なく地方都市圏では多い。面会

　頻度は家族の住まいとも関係があり、施設のある市区町村内に家族の住まいがあると多くなる。

　　また駅から施設への距離が長くなるにつれ、面会頻度は少なくなる。

　　2）入退所先としては、昭和49年度の調査と比較した所あまり差はなく、入所者の約70％が「自

　宅」約20％が「病院」より入所し、町所先としては、　「死亡退所」が約70％と最も多く「自宅」

　（約15％）「病院」（約10％）と続く。尚、一年間の死亡率は定員の約20％である。平均在園期間は

　約2年一3年置である。

8．施設行事

　　1）「七夕」「お花見」「誕生会」「敬老会」「クリスマス」は約90％の施設で行なわれ、身体を動か

　　さなくとも良い行事の開催率が高い。また「盆踊り」（約70％）「運動会」（約60％）の開催も多い。

　　2）行事に対する地域の人々の参加は「盆踊り」を開催する施設の約70％「敬老会」で約60％と高

　　い。またバザーを開催する施設は約30％と少ないが、地域の人々の参加はそのうち約70％の施設

　　にみられる。

　　3）外出については、外出人数はごくわずかであるが、「旅行」は日帰りが多い。また外出実施

　　施設をみると「デパート」（約10％）「外食」（約10％）「映画」（約5％）へ出かけるのは少なく、

　「買物」「散歩」等のごく近所に出かける事の方が多い。また「ボランティア」「授産所」「つとめ」

　　に出かける事はない。

g．施設長童児

　　施設長に施設と地域との関係に関する頂目について質問した結果、

　　1）「現在行なっている」との回答の多いのは「慰問の受け入れ」（約90％）「見学の受け入れ」（約

　70％）「間接的ボランティアの受け入れ」（約70％）「直接的ボランティアの受け入れ」（約55％）

　「盆踊りなどの地域参加」（約60％）である。

　　2）「条件が満たされれば行ないたい」は「機能回復室の開放」（約60％）「健康等の相談を受ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一



　　事」（約50％）「入浴サービス」（約50％）「ショート・ステイ・サービス」（約45％）である。

　　3）「今後とも行なわない」は「保育所等を併設する事」（約80％）「家庭訪問介護人を派遺する事」

　　（約65％）「運動場、庭園等を地域の人々に開放する事」（約40％）である。また「地域給食サービ

　　ス」は「条件付き賛成」と「今後とも行なわない」が半々である。

犯．　まとめ

　　年々、入所老人は高令化、重度化の傾向が強くなる。

　　地方都市圏では重度老人の割合が高い反面、医療や職員等人的整備水準の遅れが目立つ。早急な

　　整備と共に、計画の際には充分加味したい。また、全般に地域との関係を重視する姿勢がみられ、

　　地域に密着した適正な配置・計画が望ましい。
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第2章　特別養護老人ホーム居室内における老人の生活行為

1．研究目的

　　本研究は特別養護老人ホーム（以下特養と略す）の施設計画指針を得るための基礎的研究である。

　特養で老人が生活時間の多くを過す場所である居室における生活行為をできるだけ長時間、克明

　　に把握し、老人のADL・障害程度との関係をみようとしたものである。

2．調査概要

　調査は老人の起床時（早朝5時半）から就寝時（夜9時）までの就寝時間を除く生活時間をほぼ

　網羅するタイムスタディを行い、調査員が1室数名（5－7名）の老人の生活行為を詳細に観察

　　記録した。調査対象者は東京・神奈川で運営が軌道に乗っていて、以前の調査で概要のわかって

　　いる特養3施設から、各施設6部屋（36－39名）計n2名、即ち各施設の全在園者数の1／3を

　　選んだ。又、各施設で分けている、いわゆる〃重度〃〃軽度〃のフロアから各々男女比がエ対2

　　になるよう抽出した〔表2－1、2－2〕。併せて老人の諸特性を知るための個人票を作成し、

　寮母に記入を依頼して個人調査を行った。ここではこのうち2施設について考察する。

3．生活行為分類

　一般に老人が寝たきりの生活をしていると思われている特養の居室内に於いても、それなりに多

　様な生活行為が行なわれている。観察された行為を、何もしないでぼんやりしている無為行為、

　生きるために必要最低限の行為から、自主的、文化的行為へと並べたのが〔表2－3〕である。

4．老人の特性

　生活行為に回る老人の特性を示す指標として「歩行能力」と「精神活動状態」とを取り上げ、各

　　々3段階に区分した〔表2－4、2－5〕〔図2－1〕。　〔愛鳥〕について歩行能力をみると、そ

　　の分布は、自立歩行者（47，2％）補助具使用者（33．4％）移動不能者（19．4％）の順で少くなって

　　いる。精神活動についてみると、減退者が大部分を占めている。

　　　施設概要：調査対象の位灘づけ

愛全園　所在地：東京都紹島市拝島田丁

〔愛全〕　開設年月：昭和39年6月

　　　収容定員：100名
　　　併設施設：養護老人ホーム

〔表2－4｝

匪
歩行能力の区分

帥歩行院脚立歩行、杖をただ持；歩く．’

補助貝使用　｝杖、歩行器、華椅子使用、つかまり歩き．1

　　　　@　ア　　　　　　　　　ゴへ
移動不能　介助付きの東椅子、ストレッチャーで

〔表2－5〕 精神活動の区分

コ

俵2－1）

年令構成閉 ～69
戸＾　 Q　’
V0～i80～ 90～ 計1 ……一Pｽ均年令：

入居者全員1刈 22 基7i32 i1 102 i　75．7

調査対象者σ9 5
i15i16
、ji 36

　　　畦79．8　＿．．｝

■正　 常老人としての普雌
2

3

減　　　退　よく物忘れする。話が少しおかしい。

稀
＿，↓、＾．．「戸

痴呆度が激しい。

i

1

有隣ホーム所在地：東京都世田谷区船橋
　〔有隣〕　開設年月：昭和45年5月

　　　　収容定員：100名
　　　　併設施設：病院
　俵2－2〕

隻隷鍛　湯万＿
調査対象酬・悔wr費

　　　　　　～69170～F80～　 90～

6　　　　　　、

　　　…

　　下野暦齢1

・冨13g燭1

横須賀　所在地：神奈川県横須賀市野比

老人ホーム開設年月：昭憩46年4メ弓

　〔横須賀〕収容定員：100名

　　　　併設施設：重度特養、盲養護ホーム
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　　〔有隣〕の方で歩行能力からみると、自立歩行者（30．8％）補助具使用者（41．0％）移動不能者

　　（28．2％）という分布になっており、〔愛全〕より歩行能力の劣る者が多い。又、精神活動の正常

　　者が多い。精神活動の判定は、寮母の判断によっているために、両施設で差が出ているものと思

　　われる。尚、年令、性別という基本的属性と老人の歩行能力、精神活動とは、あまり相関がなか

　　つた。又、当然ながら重度フロアと軽度フロアとの大まかな差異は現れた。

5．生活行為と老人の特性

　　次に各行為が、どのような老人にどのような割合で表れるか検討した。　〔図2一ユ〕は各行十時

　　間合計の総観察時間に対する割合を示しており、グラフユ本が老人ユ人を示す。

　　エ）無為行為は歩行能力が衰えるに従い増えており、特に移動不能者に圧倒的に多い（平均約8

　　割）。移動不能者、自立歩行者においては精神活動が衰えるにつれて多くなる。ただしここで無為

　　行為というのは、観察した結果として、ぼんやりしている、寝ているなどの状態だったものを指

　　すのであって、本来の無為とは異なる場合も含まれている。

　　2）生命維持行為は平均して10％前後（70－80分）出現するが、大半は3度の食事時間である。

　　居室外にこの行為の場を求められる者では、おのずと短くなっている。行為の性質上精神活動に

　　は関りはない。

　　3）健康保持行為は行為時間としては短い性質の行為であるが、歩行能力が衰えるに従い長くな

　　る例が多い。

　　4）保清整容行為も時間としては短い。表われ方は、個人差がある。

〔表2－3〕 生．活行為分類

行 為　分 類 …i　　　　　観察された行為内

無 為
　　　　　　　　　　　　ゴ曜「ゴ曜ゴゴ…」w一「

ﾚんやりしている。どこかをみている。閉を閉じている

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r曜

生 命　維 持

食事する。おやつ、果物を食べる。牛乳、お茶を飲む。

r泄する（ポータブル便器、差し込み便器、尿器を用い

ゴゴ

．一酌…

N　保 持

　　　　　　　　　　　「＿一内ゴー　巾曜一ゴ「一

恊g虫処脚してもらう・薬を飲む・塗る・箕鴨る・眼薬

閨A足、首、全身で体操する。

保 清　整 容

　　　一一一可ゴ「「「碍「…榔

普A入れ歯をみがく。おしぼりで手、顔を拭く。体を清

ｯを手入れする。クリームを塗る。つめを切る。散髪し

着 脱 衣 上、下着を脱ぐ、着る。衣服、帯を整える。

@　　　＿削曜　rrr，一一｛削一｝解　一一｛ゴゴ帽「「…曜ゴ「「…ゴゴ「

環 境　整 備

身辺、棚の整理をする。衣類をたたむ。物を芦棚に収納

xットを整える。片付ける。窓、カーテンを驕閉する。

娯 楽・趣

c「　「“配へ………「「ゴr

味

「「　「r　rr「r胃rrrrr削ヒ買巾…碍rr　一一．一油削rr配rr了一ゴゴ

@テレビをみる、操作する。縫い物、編み物をする。

@書道、書き物をする。新聞、本、雑誌を読む。祈る、

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「rゴrm「

三

会

　一｛曜

b
r一一一．囁巾…rr一一「｝…　一一　．　中．囁、．rrrr．一｝＿＿」一ゴゴゴr巾r内rr了　T一」ゴ耐rr㎜r．．．「晒r一　「．ゴゴ繭

@話し合う、しゃべる、あいさつする。

そ の 他

　　　　　、一「㎜「〒「「一．一，．曲r「眉一一「…「r一醒ゴゴ……

ﾚ動する、させてもらう。物を受け渡しする、運ぶ。

p勢を保持、変換する、してもらう。その他

容
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5）着脱衣も時間としては短く、歩行能力が上がるにつれて現れてくる。精神活動にはあまり関

係ない。

6）環境整備行為は移動不能者には殆んどなく、精神活動が正常になるほど長くなる傾向があり

身の回りを自分で管理するようになっていることがわかる。

7）娯楽趣味行為は全体として無為行為に次ぐ時間を占めており、無為行為の減った分として現

れる傾向がある。歩行能力からみると、移動不能者には例外（2、3名の女性）を除いて殆んど

なく自立歩行者、補助具使用者では明確な傾向がみられない。精神活動の活発さに伴って増える

傾向がある。その内容は各室にあるテレビを見る等の受動的なものが多く、その他に女性は居室

内での手芸、読書等があり、男性は読書や室外での盆栽づくりが目立っ。

8）会話は歩行能力、精神活動との関係がはっきりせずご個性の差によるらしい。

9）その他では移動時間が多くを占め、従って歩行の遅い人に現れる。

10）居室外滞在時間は精神活動にはあまり関係なく当然ながら歩行能力に関係し、移動不能者に

なると「リハビリ室に寮母に連れていってもらう」以外は全くない。全体として無為行為、生命

維持行為に次ぐや＼長い時間を占める。居室外滞：在時間が5割以上と長い者は喫煙、同室者との

不仲、葬式のための外出等の特殊な要因がある。

総括的にみると

1）自力移動不能者は生活全般が大きく制限さ礼無為行為と生命維持行為とで8－9割に及び、

多様性のない生活を送っている。しかしそのような老人は思うほど多くはない。

2）居室内では無為、娯楽趣味時間が多い。

3）歩行能力も精神活動もある程度以上である場合には、生活行為の表われ方は老人の個性の違い

や職員の働きかけの度合によって変わってくると思われる。

” 自　立　歩　殺　町　能 補　劒翼　便　用 移　　勤　　：不　　能
po　　．◎．o

正常
雛韓

象；

；　●，○　　　　，馳

難 ラ裁退 ・　　＝

三門

Ψ　　；．

、iiiii

正常 ；．；；鵠t

有

葱　　　　　　　　，幽

減置

：稀薯

％0　　あ　　ぢ0　　7ら　　10。O　　Z弓　　樋　　7篤　　1。0。　　朗　　r。　　7貯　　1。O

無　撫生母維持鷹康締俣滴i縮漏磁衣鱗塀楽越味会謁　乏の勉　　豊外
ヰ曝ゆ胴←　→r÷
ゆ十僚十今→や

〔図2－1〕生活行為町彫割合と歩行能力、精神活動
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6． 生活行為と行為場所

特養における〃居室〃と云うのは、単なるベットルームではなく、生活の器そのものである。移

動不能者に代表されるA．D．L．の衰えた老人は、そのこと自体による規制が大きく、生活行為内

容が植物的になりがちで、無為行為の割合が高く、殆んど全ての生活行為がベット上で完結され

ている。又、介助具使用者、自力歩行者でも、居室内滞在時間割合が平均7－8割と高く、やは

り居室が生活の中心になっている。〔図2－2〕

ところがこの居室は、老人のA．D。L．の違いに拘らず画一的で、病院の病室に酷似しており、そ

こには様々な問題が発生する。A．D．L．

の高い老人では、その生活内容はかなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ．
多様化し、一律に捉えられなく、様々な

スペースを欲しているきざしがみられる。

例えば、身の回りを管理する行為や、娯

楽、趣味、会話等で、これらの行為のた

めの場所は、次第にベット上から離れ、

ベットサイド、居室内、さらに居室外へ

と拡がる傾向にある。

やヒ　ツロアゐロ

ビ’D’L畠の笠1ヨ

　ミとをフこコアアミぢ

ビ‘D廿伽灘灘
　　　　o　　　至〔｝　　20　　30　　4⇔
トし　　ウミ　　　　　　　　　　　　　　　　い

・め場ボ… |細μ濁搬撫噛撫碗ム

50．磨～＿70δ09Pl（｝ジ

　　　　、、，．・魁　う・外
‡‡ゆ軽

〔図2－2〕生活行為と各行為がなされた場所と割合
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第3章特別養護老人ホームの居室外における老人の生活行為と施設空間

1．　研究の目的，

　　本研究は第2章に続いて居室外の生活行

　　為にまで対象を拡大し、施設老人の生活

　行為内容を時間的、空間的に捉え、老人

　　の属性及び施設の建築空間との関係をみ

　　ようとしたものである。

2．調査概要

　老人の1日の生活行為を起床時より就寝

　　時まで捉えるタイムスタディを行った。

　又、第2章の調査と併せて、老人の愚生

　　活領域を網羅することができた。調査対

　　象施設は、神奈川県内全21特養の施設概

　要調査を実施後、この内から5施設を選

　灯した。〔表3～1〕

3．居室外での生活行為

　　1）重度フロアでは居室外に自力で出る

　　ことのできない老人が大半である。従っ

　　て職員の介助による入浴等がみられる程

　度である。又、少数の居室外に出られる

〔表3－1〕　　本調査対象施設　概要　（’78本調査）

並A．D．L．
〔コ醐翻
自力介助・補助不能

　　翻下部雷撃毫度（1F＞

　　諸スペース

　　踊下部分重度（2F）

　　諾スペース

　　旛下部分
軽度（3F／

　　諸スペース

施設名 定員 フロア購威
A．D．L．（歩行能力）翻合

黶嶋黶ｨ
Cホーム 50人 重軽分縫

Fホーム 60入 重軽混合

紐ホーム 80人 重軽分離

1ホーム 80人 重軽分離

」ホーム 85人 璽軽混合

再輪

争→・十→・十　　　　♂

十中十十か

幽　r一十療

十十十昏《
十十一十十・

O　　　　rσ憎　　20　　　30　　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　　100

凡　例　睡翻璽醗一匠工コ
　　　　　無為飲食欝液健保保請既物整服環繁娯楽　会話移動受授

註）各グラフの串は、尉室外での全老人の、のべ生活行為疇悶に比例している。

　〔図『3－1〕　居室外スペースにおける行為割合

　老人は食事、排泄等の生命維持行為のための場所を求めており、廊下部分に移動時間が比較的多

　　く表れている。　〔図3－1〕

　　2）軽度フロアでは、居室外の諸スペースの自由な使われ方がよく現われ、居室内において満た

　　されない欲求を充足するスペースとみなすことができる。A．D．L．の高い老人が多いので、生命

　維持行為のための食堂、便所を居室外に求めている。入浴Eiには、多数の老人の入浴時間が見ら

　　れる。又、重要なことは、長い時間行なわれる傾向がある娯楽、趣味、会話行為で、これらは老

　　人の自主的、社会的欲求の表れとみなせる。会話や集まって行なう娯楽等は、特三内では数少な

　　い社会的行為であり、ベランダや娯楽室でくつろぐのは、居室内での無為行為とは意義も異って

　　くると思われる。

4．生活スペースの広がり

　　1）居室外での生活行為を、生活スペースの拡がり方から捉えてみる。〔図3－2〕軽度フロア

　　では、生命維持、身辺管理に関する行為が明白に現れる。それに加えて、居室内で充足されなか

　　つた自主的、文化的、社会的欲求を満たそうと様々なスペースを求めて居室外に出てくる。それ

　　はまず第1の動きに示され、廊下のテレビ、灰皿、ソファ等の家具の誘引力により、たまり場を

　　発生させる。第2の広がりは、居室の南側及び居室に並んで南面するベランダ、テラス、ゲイル

　　ーム等へ向かい、ここでも新たなたまり場を形成している。

5．まとめ

　　1）特養にいる老人は、その属性、状態により欲求も多様化しており、現在の建築的な不備の多
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い特養においても、様々な行為が各所にみられる。

2）居室は、特養全体でも重要な生活拠点であり、老人のA．D．L．にきめ細かく対応した計画が

望まれる。A．D．しの衰えた老人には、全生活空間として、特にベット回りの配慮が必要であり、

比較的元気な老人には社会的生活も送れるよう、比較的パブリックなスペースの用意も必要であ

ろう。

3）居室外スペースは、各フロアの特性により、行為時間、行為内容とも大きく異なる。従って

各フロアでの諸室の設け方にも当然違いがあって然るべきである。特に軽度フロアでは、落ちつ

ける雰囲気のものから大勢が集まるものまで、老人が自由時間を過ごすために必要な様々なスペ

ースが望まれる。現実的には、廊下のたまり場や各階ロビーに代表される建物の内側にある空間

に加え、ベランダ、ディルーム等の外部空間に連なるスペースの設置が望まれる。又、これらは、

居室との適切な接続関係が重要である。

凡　例

　　

Φ

　　　　　クロゆり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆハゆ

蛉翻偽！　、髄の管理！　㍉趣味・娯楽・噌▼▼㌧
（蜥・IF・鱗㍉ノ儲室・洗醐㍉＿ノ噺・篇・曵　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4《《勧

　　　　　　　　　　　　　　　　　、論説、㌔、今

趣味．娯楽。TV　　6⑲駒魁

雌辮べ・・ダ凡　調
　　　　　　働⑫

、論撒禦，。、今

〔図3－2〕居室外における老人の生活スペースの拡がり（軽度フロアー）
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第4章老人の私物とその収納について

1．研究の臼的

　特別養護老人ホーム（以下〃特養〃と略す）では、老人の身の回りの整理整頓など私物収納庫を

　介しての行為が、かなりの頻度でみられ、収納スペースは老人の生活を形作る上で極めて重要な

　要素のひとつである。本研究では、老人の私物とその収納方法を把握し、加えて、老人の諸属性

　　との相関を明らかにし、施設計画上の基礎的資料を整備していくことを目的としている。

2．調査方法

　神奈川県下の特養20施設に対し、施設概要、老人の基本属性、私物収納庫概要、私物に関する管

　理内容等について聞き込み調査を実施し、更に、上記諸条件に偏りがないように5施設を抽出し、

　　各老人に直接面接して、私物数量及びその収納場所を確認した。

3．私物収納庫の類型

　　〔図4－1〕に収納庫の形態によって類型化したものの代表的な例を示した。大きく2タイプに

　　分けられ、Aタイプ（壁の作り付け戸棚＋床頭台）は計13施設に見られ、　Bタイプ（床置きのロ

　　ッカー、タンス＋床頭台）は計7施設に見られた。Aタイプは、頭上の簡略な戸棚だけのものか

　　ら、電灯やナースコール等のスイッチ類が組み込まれ、戸棚もある程度仕切られたもの、天袋付

　　きのものまである。Bタイプは、居室内の一ケ所に、数人用の大きな収納庫を設置した病院の病

　　棟にみられるようなものから、床頭台を組み込んだもの、一般のタンス型のものまである。尚、

　　1人当りの居室面績と居室内収納庫容量には正の相関がみられ、収納庫容量は、0．13－0．78立方

　　メートルに分布し、0。4－0．5立方メートルのものが8施設と最も多い。

4．私物の種類

　　〔表4－1〕に老人の私物を用途別に、日常生活にとって基本的な食・衣に関するものから、装

　　身具・趣味等、生活に潤いをもたせるものへと分類し示した。趣味関係を除けば、一般家庭にあ

　　るような生活必需品を所有しており、非常にバラエティに富んでいる。衣料晶は和服に関するも

〔図4－！〕私物収納庫の類型
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　　のが多い。

5．老人の諸属性と私物品目数量

　　分析に際し、私物数量には品目数と総数量

　　の2要素が考えられるが、両者には強い正

　　の相関（相関係数0。9以上）がみられるため、

　　品目数に関して考察を進める。諸属性にっ

　　いては、私物数量に大きく影響を及ぼすと

　思われる6項目一（1牲別、（2渉行能力（歩

　行可能、寝たきり）、（3＞在園期間、（4）入

　園経路（家庭より、病院より、他の老人ホ

　　ームより）、（5面会頻度、（6園外の親類宅

　等に私物を預けているか一について検討を

　加えた。各項目ごと、私物数量について有

　意差検定した結果、（2）の歩行能力について

　のみ有意差がみられた。これは、老人の歩

　行能力と私物品目数を示した〔図4－2〕

　　においても明らかで、歩行可能な軽度老人

　　は平均で88品目、最高で150品目に及び、

　一方、寝たきりの重度老人は、平均で44品

　　目と軽度老人のレ／2に減少し、最：高87品目

　の者を除けば、50品目以下が圧倒的に多く

　　なっている。これは、重度老人が私物を自

　分で管理できないため、介護側の意向に左

　右されるのに対し、軽度老人は個人の意志

　　に沿って私物を管理していることによると

　思われる。品目別にみると、食品・食器類

　　に関しては、歩行能力による差はあまり見

　　られない。軽度老人の方が多く所有してい

　　るものは、衣料品、洗面、理容、雑貨、趣

　　味関係であり、逆に重度老人の方が多いも

　　のとして、寝具があげられる。

6．私物品目とその収納場所

　　〔図4－3〕に収納場所別の収納品目の割

　合を軽度老人と重度老人について示した。

　歩行能力に関係なく多種類の私物が収納さ

　　れている所は、床頭台、ベット上である。

　特に、ベット上で生活することの多い重度

　老人は、食器（すいのみ、コップ、スプー

　　ン、小皿など）調理器具（ナイフ、カン切

〔表4－1〕私物の分類

種　　　類 私　　　　物　　　　の　　　　贔　　　　臼　　　　名

聞　　　器
食器（フードボソクス俺濠ビン．お盆、ボ山ル．急須、｝暑飲コソプ、はし．スプーンなど）

ｲ理器具（ナイフ．カン燐り．せん抜き、ナプキン、よだれかけ、タッパウエア箱、など1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

食　　　鹸
　　　　　P－T．皿……呼一．｝耐ｨ茶類（コーヒー、載茶、せん茶｝おかず類（曲付けのり、梅苧、つくだに、など〉

ｲ瞭料類（瞭の素、食卓綴．しょう油、お砂穂など）問食類（菓子、果物など）

衣　料　贔
和脳類（羽織、騒騒、帯なとつ洋駿類（コート、スーツ、セーター、スカート、ズボンなど）

ｺ鞭1漣㍗・ンツなど隔蓼股・麗麗シ，一ル、手懸ど）はきもの撚曳ぞう物ど）
｛胴乱『配「胴

@寝　　　具
寝　　疑（掛宿勝カバー、シーツ、を霜、タオルケット

@　　座布鳳ひざ掛｝

洗面・理容
洗面器興（洗面二二石ケン、儀ブラシなど1タオル類1タオル、ハンカチ、バスタオルなとう
ｼ髪類1くし、鏡、ヘアクリーム〉化画品（乳液、霞水、口紅1理容器．貝（つめ甥り、珂かき1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「耐〔…噂」…㎝一

衛生医薬品
　　　㎜」h……ゴゴ“7一一「
q生用晶（ゴミ箱、ほうき、織布）医薬品（ベビーパウダー、トクホン風キンカン類〉
�Q器．興（簿混計、包帯、マスク、1｝ハピ弓サポーター補聴器譲炉、四座など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

雑　　　嚢
　　　　　　　一…胆ｶ勝具（鉛羅、マジ・ソク、毛筆）電気器具頚（ラジオ、テレビ）裁縫道具（針稽、糸、物差）

＜K冬類（メガネ、傘〉金銭類（財窺．通鰻1嘆二二（マソチ、ライター）その他錐貨

装　身　具
装身具／手峯げ、バンドバック、カバン、捲輪、ブローチ、ネックレス、イヤリング
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趣味閾係
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@　教（数珠、泣はい、塑欝．賛騒歌）その穂の趣瞭（カメラ、入形、寡輿、三瞭線など）
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　　り、ナプキンなど）趣味関係（手芸道具、書籍、ラジオ、色紙、人形など）を枕元の手の届く範

　囲に置いている。居室内の衣装ケース、段ボールや、居室外私物倉庫は、主に衣料晶が占めてい

　　るが、軽度老人には洗面、理容、雑貨等の収納にも使用されている。また、予め収納用に考えら

　れていないベット上、ベット下、床上、壁掛けなどに、軽度老人では25．6％、重度老人では14．4％

　の私物が置かれ、収納容量は充分とはいえない。尚、天袋は容量増には有効であるが、実際には、

　老人にも介護者にも使いにくいため、あまり利用されていない。

7．まとめ

　　1）収納に関する行為は、老人の最も身近な行為であり、画一的なものではなく、特に歩行能力

　　に対応した細心な計画が望まれる。

　　2）ベット上を私物収納場所として利用する老人が多く、手の届く範囲での収納庫の配慮が必要

　　である。

　　3）施設制約によってある程度まで私物量が抑えられているにも拘らず、収納容量は不足してお

　　り、居室スペースの充実と共に収納スペースの拡充も望まれる。
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第5章　介護者の作業内容と介護動線から見た特別養護老人ホームの平面計画

1．研究の目的

　本研究では、特別養護老人ホームにおける介護者のサービス内容とそれに伴う介謹動線に注目し、介

護者の労働環境の改善→老人の生活環境の向上と云う認識の基に、介護動線の特性と量的な把握を通し、

　　1）　建築計画の際の具体的な指針を得ること、

　　2）　動線のモデル化と実際平面へのシミュレーションを行い、これまで感覚的判断に頼ってい

　　たものに数量的スケールを与え、計画段階での平面評価手法の確立を目指すことを目的とした。

2．研究の方法

　　1）　特養の一般的状況を把握し、介護者の勤務体制及び作業形態を捉えるために．全国の特別

　　老人ホームを対象（755施設）にアンケート形式の悉皆調査を行った。　　（第1章参照）

　　2）　更に介護サービスが一定の水準を越え、しかも作業形態が異なり、各々を代表すると思わ

　　れる施設に対し詳細観察調査を行い、作業内容、作業時間量及び、介護者の動きを記録し、老人

　　の1日の生活時間（起床より就寝まで）全てに対応した介護実態を時間的、空間的に明らかにし

　　た。

　　3）上記で得た資料を基に既存施設平面の類型を行い、モデル動線を抽出し、適用を試み分析し

　　た。

3．　介護者の作業内容と作業形態

　　1）　作業内容は、時間にして1日の約4割を、i）食事ii）排泄ii｝）入浴の三大介護に、約3

　　割をW）清掃の間接処遇に費す。いわゆる寝たきり老人の介護は、上記生命維持に関するものが

　　大半を占め、比較的自立して生活できる軽度老人は、食事が主な介護で他に訓練・娯楽等、文化

　　的要求が増えている。

　　2）　施設規模の増大に伴い居室群が分化する。それに応じ老人が、重度・軽度に分類収容され

　　る傾向にある（約3割）。その際避難上の配慮から地上階に重度老人が入る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1
　　3）　居室群に対応し、寮母の勤務班が形成される。更に勤務体制上独立した介護単位が形成さ

　　れる。1単位の老人数は、40～60人が多い。老人と寮母数の比は、重度フロアーで3．5：1、

　　混合フロアーで4．5：1、軽度フロアーで5。5：1と介護量の均等化をはかっている。

　　4）　清掃・洗濯の専任化、外注率もかなり高く、清掃で約2割、洗濯で約5割を占める。

※1：介護上の（老人・寮母）　のグループで、病院の看護単位に相当する。

4．滞留時間と介護動線の特性

　　1）　滞留時間は、三大介護に使用される所が大きな値となる。i）居室・静養室、　ii）寮母室

　で全体の4～5割を占め、次いでリネン作業室、洗濯室、浴室、汚物処理室の順で、各々リネン

　管理、入浴介助、排泄に関する作業に使用される。

　　2）　介護者1人当たりの平均移動回数は110～150回と相当激しい。居室砂居室の巡回的

　　な動きの多いことが作業上の特色であり、居室群と廊下の関係が設計上の大きなポイントとなる。

　　3）寮母室は、各作業のターミナル的性格をもち、i）事務、　ii）待機・休憩、撤）物品管理の機

　能をもつ。
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4）

5）

6）

7）

居室曾汚物処理室の往復も多い。排泄、各種洗浄に関する動きである。

居室曾浴室のつながりも強い。ストレッチャー、車イスを押しての重労働である。

リネン作業室、洗濯室に関するリネン移動の動きも比較的多い。

静養室は、居室と同傾向の動線を示す。重度老人が入るため、老人！人当たりの移動量も

　　多く、医療的ニードも高い。

5．介護動線のモデル化

上記作業内容・滞留時間・介護動線の特性を充分に表わし得る動線のモデル化を次の手順で行なっ

た。

　　　　　　※2
　　1）　各リンクの全移動数に対する割合が1％を越えるもの30リンクを主要動線リンクモデルど

　　して抽出する。　（表5－D

　　2）　作業別移動モデル量（老人1人に要する移動回数）を老人の特性別に選出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表5－2）（図5一一1）

　　3）　三大介護作業の動きの特性を考慮し作業別のリンク割合を決定する。　（表5－3～5）

　　4）　以上より1）X（老人エ人に必要な移動総計）と　2）X3）をバランスよく配分し、モ

　　デル介護線をD重度、重i）混合、iiの軽度の3通りに分けて抽出した。　（表5－6～8）

　　　　　※2：ここでは、方向性をもたない部屋と部屋の人の動きによる結びつきをリ

　　　　　　　　　リンクと呼ぶ。

（表5　　1）　雀要動線リンクの割舎

主　要　鋤　線　　リ　ン　ク 璽度　フ　ロ　ア 混　合　フ　ロ　ア 軽　度
v　ロ｝

讃　　　　　i　　　　ン J　　　G 　｝“

cAル
」 工

モデル G
嚢 居　　　　室　一　贋　　　　室 23　　　23 23 24 24 24 54

2 居　　　　窒　一　　一’処理室 8 ？ 8 i1 4 i1（4
王

3 鰭　　　　窒　一　寮　　母　　繋 8 4 6 6 6 6 i

4 a　　　　蒙　一　　リ2・ン　；躍 5 5 5 5 3 4 0

5 鵡　　　　　室　一　葱　　…こ　察 6 4 5
｝

3 3 0

6 居　　　　撃　一　浴　　　　蜜 3 5 4 3 2 3 3

居　　　　窒一　・　鷹　室 2 3 3
rへぼr 　

2 玉

8 餐　　　　黎　一　　　　面　　β ｝ρ
4 3 2

｝
2 1

9 建孔　　　　室　一　配　　滋　　室 1 2 2 2 2 2 8

10 ゴ三　　　窒　一　　　　　　堂 一可 一 …
2 1 2 1

11 黶@　　　　一　リネン庫 1 1 玉 0 2 1 0

董2 響　　託．　き一　サネン乍謬 i ま 王 2 3 3 0

玉 騨　　ミ　室　一　繋　　恐 2 2 2 2 玉 2 3

矯　　　　寮　一　．己　為碧　室
工 1 三 3 3 3 4

摂　　察　一　　・’処理 0 0 0 2 4 3 0

孤　　　　嚢一　　　灘　　察 1 2 2
｝

3 2
｝

一　r　　養　　室 3 2 3
…

0 0
｝

麟　　織　　，一　・一　　　　1「i
㎝

2 2
…

1 1
一

　　　察　一　　一　　理　． 」 圭 1
㎜

3 エ

一
献　　認　　．～　リネン庵 1 1　・ 1

｝
1 1

一
】’、ン　，裁一　　　灘　　察 2 4 3

… ㎜
2 1

lkン　ニ謀一　リネン罐
玉 ユ 1 王 1 1 1

ξkン　、羅一　・’帆理窒
王 i 1 1 工 1 o

I　kン　　照　一　　ilネン　・灘 1 1 1 1 1 1 0

1　’ン　・張　一　浴　　　　整 1 1 1 1 玉 玉 0

1　嘲、ン　ニ難　一　　　　　　　　堂
一 ｝ 　

1 1 1 0

7 こ’ @　　　至一　浴　　　　蜜 0 0 0 3 4 4 0

’麟 @～　　己　　窪　　．
～ 一 …

董 王 1 5

’　几筆察　一　こ　　『’　密 1 三 1
｝ 　

1 0

二志　　　　　　　　鳳　　　＿　　　　華 0 0 0 ユ 0 1 0

ム　　　　　　　　　　　　　養　　　　　口 74 79 81 73 76 89（82 83

※（　）内は、便所分散配謬の場合のモデルである。

　一は、その部鰹が寂議されていないことを示す、、
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（表5－2）　作業別老人1人当たり動線とモデル動線の抽出

施　設　名 重　度　フ　ロ　ア 混　合　フ　ロ　ア 軽度フロア

フ　　ロ　　ア ∫ホーム1FGホーム1F モデル量 Jホーム2F 王ホーム モデル量 Gホーム2F

1 食　　　　事 7．6 9．1 8．4 5．0 6．3 5．7 3．ユ

2 誹　　　　泄 4．4 4．8 4．6 2．8 2．3 2．6‘ 0．0

3 医　　　　療 0．5 0．6 0．6 α4 L1 0．4 0．1

4 整服整容 0．5 0．i 0．3 0．2 0．6 0．4 0．0

5 入　　　　浴 6．4 6．9 6．7 5．1 4．i 4．6 0．0

6 居室整備 1．6 3．2 2．4 0．9 2．9 1．9 0．ユ

7 移動介助 1．0 0．3 0．7 0．9 0．3 α6 0．03

8 酬　　　　練 α02 α0 0．01 α03 0．0 α02 0．0

9 娯　　　　楽 0．3 02 α3 0．8 0．04 0．4 0．02

10 会　　　　話 2．3 1．0 L7　　　　12 1．8 L5 0．2

11 巡　　　　回 2．0 L2 1．6 1．7 1．8 1．8 0．3

12 リネン管理 4．1 4．1 4．1 2．6 3．2 2．9 0．1

13 清　　　　掃 2．7 3．2 3．0 0．8 3．9 2．4 1．0

14 事務伝達 1．6 1．4 1．5 L1 L8 1．5 0．1

15 移　　　　動　　　αユ 0．3 0．2 0．2 02 02　　　　　0．1

16 私的行為 2．0 1．8　　　　　1．9 LO　　　　L2 1．1 0．2

17 不　　　　明 α2 02 02 1．0 0．3 　rn．7 α02

合　　　　計 37．3 38．4 37．9 25．7 31．8 28．4 5．4

戦・％

　食　　 事

　排　　 泄

　医　　 療

　冊子整容

　入　　 浴

　居室整備

　移動介助

　訓　　 練

　娯　　 楽

　会　　 話

　巡　　 回

　リネン管理．

　清　　 掃

　事務・伝達

　移　　動

　そ　の　他

（図　5一ユ）
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（表5－3）　　食事介助に関する移動リンクの割合 単位：％

食事に関する移動 重　　度　　フロア 混　　合　　　フロア
軽度
t　ロ　ア

移　動　　リ　ン　ク J G モデノ出線 J 1 モデル動線 G
1 居　三一居　　　　室 58 56 57 48 50 49 63

2 居　三一配　　膳　　室 10 1玉 11 10 12 1董 12

3 居　室一洗　　面　所 7 8 8 5 3 4 2

4 静養室一汚物処理室 2 4 3 0 4 2 0

5 居　二一リネン作業室 5 5 5 3 1 2 1

6 居　室一汚物処理室 2 2 2 2 2 2 0

7 配膳室一　　　〃 1 1 1 1 1 1 0

8 静養二一静　　養　　室 3 3 3 0 0 0 0

9 〃　～洗　　面　　所 2 4 3 0 0 0 0

10 寮母二三己　膳　室 3 2 3 3 3 3 3

11 食　三一　　　〃 0 0 0 0 3 3 7

12 〃　一リネン作業室 0 0 0 1 1 1 0

小　　　　計 93 96 95 73 80 78 88

（表5－4）　排泄介助に関する移動リンクの割合 単位：％

排泄介助に関する移動 重度フ　ロ　ア 混合　フ　ロ　ア
軽度
tロア

移動　り　ン　ク J G モデノ働紗 J 1 モデん動線 G
エ

居　　　室一汚物処理室 31 30 31 55 23 55（23）

2 居　　室一三　　室 29 23 26 21 26 24

3 居　　室一リネン作業室 7 9 8 6 6 6

4 静養二一汚物処理室 5 8 7 1 3 2

5 寮母三一　　〃 3 2 3 5 7 6

6 居　　二一静養室 5 3 4 1 2 2

7 リネン作業三一汚物処理室 2 4 3 2 2 2

8 汚物処理室一　　“ 1 1 1 1 2 1

9 洗濯三一　　〃 1 1 1 0 0 0

10 静養二一リネン俗薫 5 4 5 0 0 0

11 〃　　一静養 2 1 2 0 0 0

12 〃　　一遍　母室 2 2 2 1 ！ 1

　　、P3　居　　室一　　〃 0 0 0 1 9 1（9）

小　　　計 93 88 93 95 81 100

※（）内は，便所が各居室毎に分散配置されている場合である
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（表5－5）
入浴介助に関する移動リンクの割合

単位：％

入浴介助に関する移動 重　度　フ　ロ　ア 混　合　フ　ロ　ア
軽　度

tロア

移　動　リ　ン　ク J G モデル動線 1 モデル動線 モデル動維

1　居　　　室一機械浴室 46 50 48 27 27 ｝

2 居　　　室一スロープ浴 ｛ … 一
11 11 45

3 居　　　窒一居　　　室 18 17 18 17 17 11

4 スロープ浴一スロープ浴 へ 一 ～
19 19 26

5 静　養　室一機械浴室 5 5 5
エ

1
｝

6 リネン作業室一　　〃 6 6 6 3 3 　

7 〃　　一スロープ浴 一 … 一
3 3 3

8 〃　　一居　　　室 3 6 5 3 3 2

9 汚物処理室一機械浴室 5 7 6 1 1
　

10 〃　　一スロープ浴 一 … ｝
1 1 1

11 〃　　一居　　　室 2 1 2 1 1 1

12 洗　濯窒一居　　　室 3 1 2 一
2 2

13 汚物処理室一リネン庫 0 1 1 1 1 ユ

14 リネン庫一機械浴室 3 1 2 ユ 1
…

15 〃　　一スロープ浴 へ 一 ｝
1 1 1

16 機械浴室一玄　　　関 1 0 王

『 　 一

小　　　　計 91 96 96 90 90 93
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（表5－6）　モデル動線：適用～重度フロア

モデル動線　　　：　　作業行為
食事

排
入浴 第二 合計

移動　リ　ン　ク　　　（単位） 彫． 同左 岡引 同左 同左
1　　居　　　　　室一居　　　　　塞 4．8 L2 1．2 L5 8．7

2　　居　　　　　室一汚物処理室 02 i．4 0．1 L3 3．0

3 居　　　　室一寮　　母　　室 2．3

4 居　　　　　室一りネン作業 0．4 0．4 0．3 0．8　　1．9

5 居　　　　　室一浴　　　　室

6 居　　　　室一聯　　養　　室 α2 1．？　　L9

7 居　　　　　室一洗　　濯　　室 0．1 1．O　　U

8 居　　　　室一洗　　面　　所 0．7 0．4　　1．1

9 居　　　　　室一食　　　　堂

io 居　　　　室一配　　膳　　室 0．9 α9

11 寮　　母　　室一リネン作業 0．4 0．4

12 寮　　母　　室一興　　母　　室 0．8 0．8

13 寮　　　　母　　　　室　一　　函己　　　　膳　　　　室 α3 0」 0．4

14 寮　　母　　室一汚物処理室 0．1 α王

15 寮　　母　　選一静　　養　　室 α1 0．7 0．8

16 静　　養　　室一旦　　養　　室 O．3 0．1 玉．1 1．5

17 静　　養　　選一汚物処理室 α3 0．3 0．6

18 静　　養　　室一洗　　面　　所 α3 0．5　　0．8

19 静　　養　　室一リ　ネ　ン庫 0．4　　0，4

20 居　　　　隅一リ　ネ　ン庫 α4　　0．4

21 浴　　　　　室一浴　　　　室

22 食　　　　　歩一配　　膳　室

23 リネ　ン作業一洗　　濯　　室 LI　　L1
24 リネン作業一リ　ネ　ン庫 0．4　　α4

25 リネン作業一汚物処理室 0．1 0．1 0．2　　0．4

26 リネン作業一リネン作業 0．4 0．4

27 リネン作業一浴　　　　　室 0．4 0．4

28 リネン作業一食　　　　　堂
29 洗　　濯　　室一汚物処理室 0．i 0．1

30 居　　　　　室一便　　　　所

31 汚物処理室一汚物処理室 0．1 0．1

32 静　　養　　室一リネン作業 0．2 02
33 静　　養　　窒一機　　械　　室 0．3 0．3

34 リネン作業一機　　械　　室 0．4 0．4

35 リネン作業一スロープ浴
36 汚物処理室一機　　械　　浴 0．4 G．4

37 汚物処理室一スロープ浴
38 汚物処理室一リ　ネ　ン　鷹
39 り　ネ　ン　庫一機　　械　　浴 0．1 0．1

40 リ　ネ　ン　庫一スロープ浴
41 玄　　　　関一機　　械　　浴 0．1 0．1

42 居　　　　蜜一機　　械　　浴 3．2 32
43 居　　　　室一スロープ浴
44 スロープ二一スロープ浴
45 配　　膳　　壼一汚物処理室 0．1 α1

合　　　　　　　　計 8．3 4．3 6．3 13．6 32．5
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（表5－7）　　モデル動線　：適　用　一　　混合フロア

モデル動線　　二　　作業行為
食事

排
入浴 勇他 合計．

移動　リ　ン　ク　　　（単位） 彫 問左 同町 同左 同左
1 居　　　　　室一居　　　　　室 2．7 0．6 0．8 2．7 6．8

2 居　　　　　室一汚物処理室 0．1 1．4 0．i 1．5 3．1

3 居　　　　蜜一盛　　母　　室 0．03 i．7 1．7

4 居　　　　室一りネン作業 G．1 0．1 0．9 i．1

5 居　　　　　室一浴　　　　室

6 居　　　　室一静　　養　　室 0ほ 0．8 0．9

7 居　　　　室一洗　　濯　　室 0．1 0．5 0．6

8 居　　　　室一洗　　面　　所 02 0．4 0．6

9 居　　　　室一食　　　　堂 0．6

10 居　　　　室一再　　膳　　室 0．6 0．6

玉1 寮　　得　　室一リネン作業 0．9 0．9

12 寮　　母　　室一幅　　母　　室 0．6 0．6

13 寮　　　　母　　　　室　一　　蔭己　　　　膳　　　　室 02 0．7 0．9

14 寮　　母　　室一汚物処理室 α2 0．7 0．9

15 寮　　母　　室一静　　養　　室 0．03 0．6 0．6

16 静　　養　　窒一音　　養　　室 α0

17 静　　養　　室一汚物処理室 0．2 0．1 0．3

18 静　　養　　室一洗　　面　　所 0．3 G．3

圭9 静　　養　　室一リ　ネ　ン庫 0．3 0．3

20 居　　　　　　室　一　リ　ネ　　ン　庫 0．2 0．i 0．3

21 浴　　　　室一浴　　　　室
22 食　　　　　堂一再　　膳　室 0．2 0．1 α3

23 リネン作業一洗　　濯　　室 0．6 0．6

24 リネン作業一リ　ネ　ン庫 0．3 0．3

25 リネン作業一汚物処理室 0．1 02 0．3

26 リネン作業一りネン作業 0．3 0．3

27 リネ　ン作業一浴　　　　　室 α3 0．3

28 リネン作業一食　　　　　堂 α1 α2 0．3

29 洗　　濯　　室一汚物処理室 0．3 α3

30 居　　　　室一便　　　　所 0．3 0．3

31 汚物処理室一汚物処理室 0．03 0．03

32 静　　養　　室一リネン作業
33 静　　養　　室一機　　械　　室 0．1 0．1

34 リネン作業一機　　械　　室 0．1 0．1

35 リネン作業一スロープ浴 0．圭 0．1

36 汚物処理餐一機　　械　　浴 0．1 0．i

37 汚物処理室一スロープ浴 0．1 0．1

38 汚物処理室一リ　ネ　ン　庫 α1 0．1

39 リ　ネ　ン　庫一機　　械　　浴 0ほ 0．1

40 リ　ネ　ン　庫一スロープ浴 α1 0．1

違1 玄　　　　関一機　　械　　浴

42 居　　　　室一機　　械　　浴 12 L2
43 贋　　　　室一スロープ浴 0．5 α5

44 スロープ浴一スロープ浴 0．9 α9

45 配　　膳　　室一汚物処理室 0．1 0．1

合　　　　　　　　計 4．5 3．0 4．3 16．4 28．2
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（表5－8）　モデル動線：適用一　軽度フロア

モデル動線　　：　　作業行為
食事

排
入浴 勇他 合計

移動　リ　ン　ク　　　（単位）
回／、 岡左 同左 同左 岡左

1 居　　　　　室一居　　　　　室 2．0 0．9 2．9

2 居　　　　　室一汚物処理室 0．1 0．1

3 居　　　　室一意　　母　　室 0．｝ 0．0 0．0

4 居　　　　　室一リネン作業 0．03 0．◎ 0．03

5 居　　　　　室一浴　　　　室 0．2 0．2

6 居　　　　室一静　　養　　室

7 居　　　　室一洗　　濯　　室 0．1 0．1

8 居　　　　室一洗　　面　　所 Oj 0．1

9 居　　　　室一食　　　　堂 0．1 0．1

10 居　　　　室一配　　膳　　室 0．4 0．4

11 寮　　母　　蜜一リネン作業
12 寮　　母　　室一寮　　母　　室 0．2 ・0．2

13 寮　　母　　室一言　　膳　　室 0．1 0．1 0．2

14 寮　　母　　室一汚物処理室
15 寮　　母　　室一静　　養i　室

16 静　　養　　室一静　　養　　室

17 静　　養　　室一汚物処理室
18 静　　養　　室一洗　　面　　所

19 静　　　養　　　室一　リ　　ネ　　ン庫

20 居　　　　　室一リ　ネ　ン庫

21 浴　　　　　室一浴　　　　室

22 食　　　　　堂一丁　　膳　室 0．2 0．1 0．3

23 リネン作業一洗　　濯　　室 0。王 0．1

24 リネン作業一リ　ネ　ン　庫 0．1 0．1

25 リネン作業一汚物処理室
26 リネン作業一日間ン作業
27 リネン作業一浴　　　　　室
28 リネン作業一食　　　　堂
29 洗　　濯　　室一汚物処理室
30 居　　　　　室一便　　　　所
3茎 汚物処理二一汚物処理室
32 静　　養　　室一リネン作業
33 静　　養　　室一機　　械　　室

34 リネン作業一機　　械　　室

35 リネン作業一スロープ浴
36 汚物処理室一機　　械　　浴
37 汚物処理室一スロープ浴
38 汚物処理室一リ　ネ　ン　庫
39 リ　ネ　ン　鷹一機　　械　　浴

40 リ　ネ　ン　庫一スロープ浴
41 玄　　　　関一機　　械　　浴

42 居　　　　室一機　　械　　浴
畦3 居　　　　　室一スロープ浴
娃4
スロープ浴一スロープ浴

45 配　　膳　　室一汚物処理室

合　　　　　　　　計 2．83 2．1 4．84
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（図5－2） 平面の類型化 （模式図）
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6．既存特養平面の類型化

収集した平面資料190例を、介護者の動線計画を考える上で影響すると思われる・

　1）　廊下と居室との相互関係

　2）　諸室と（主として食堂・浴室・リネン作業）と居室群の位置関係（隣接するか棟分離し離

　れるか）に主眼をおき6タイプ7形態（図5－2）に分類した。

7．各平面タイプへのモデル動線の適用一ユ

　　　　　　　　　　　　居室を中心とした移動距離

　モデル介護動線を上記平面タイプの代表例に適用し、平面計画上の問題点を検討した。ここでは居

室を中心とした移動距離について、老人1人当たりに換算して比較検討した結果について記す。　（図

5－3）なお重度フロアーの場合を適用した。

：盤：δ～3　モ　老人！人轟たりに要する移動距離一平面タイプ別

移　　動　　リ　ン　　ク
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㊥　b中廊下諸室分離型
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㊧

D

c中1廓下≧黎：2

ユホー’レ型

e　複廊下盤】

f　計画異

臼叛は便所分数を示す

1）　全体の移動距離は、600～1200mとかなり、広範囲に分散している。短い順に、中廊下

①、複廊下型、ホール型、中廊下②、片廊下（便所分散）、中廊下諸室分散型、片廊下（便所分

散、諸室分離）とならぶ。特に、居室群から諸室を分離させたものは、1000以上の高い値と

なり・諸室・居室をコンパクトにまとめた中廊下型①の2倍近くにも達する。
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2）　居室一居室間の移動は、最も距離に影響するところである。便所を分散し、各居室の廊下

側に付属させたものが、その分だけ余分に距離をくい大きくなる。中廊下型の約2割程度増える。

居室を廊下の両側に並べたもの（中廊下諸室分離型）やホール型が有利である6

3）　居室一汚物処理室は、便所を分散設置したものが非常に有利であり、諸室分離型のものよ

り4～5割少なくなる。

4）　居室一寮母室は、居室群の端にあるものがかなり大きな値を示すが、ホール型のように、

居室群の重心的位置においたものや、複廊下型のように、経路が選択できるもの、サーキュレー

ションが発生するものが、有利と云えよう。

5）　居室一リネン作業室は、居室群の向い側にある申廊下型が、最も有利であり、居室群から

分離したものは、やはり、相当長い距離になる。リネン作業室は、洗濯たたみや、日常的に使う

オムッ・タオルの収納の場として利用されるため、洗濯室との隣接も考慮したいが、音や水、温

度などの環境を考えると、極端に居室に接近させることは避けたい。また、居室群から分離し

た場合、居室群に、リネン収納庫をつけて、リネン作業室との往複を減らす配慮が必要である。

6）　居室一浴室は、中廊下型を除きかなり大きな値となる。ストレッチャーを押しての移動を

考えると、やはり居室群に接近させたい。さもなくば、スムーズな移動を促す廊下形状、動線の

交叉をさけるような廊下計画が望まれる。施設問のばらつきが多いのが、この移動量の影響の大

きさを示している。

7）　居室一洗濯室の移動は、施設ごと平均距離に大きな差があるにもかかわらず、老人1人当

たりの必要距離では、それ程大きな差はなく、居室との接近の必要性が、強くないことがわか

る。

8）　居室一洗面所は、当然居室に設置されている所が小さい。全体としても分散していないた

め、移動距離にはあまり大きな影響を与えないと思われる。ただ、洗面、水飲み、小物洗い等の

老人の生活を考えると、是非とも居室近くに設置したい。

　また、便所の分散設置の行われている施設では、洗面所が付属され、そのことが介護者の移動

距離の短縮に結びついている。

9）　居室一配膳室間は、極端にはなれていないかぎり、移動距離に大きな影響はない。

8．各不面タイプへのモデル動線の適用一2

　　　　　　　　主要作業別に見た移動距離

前節と同様に、平面タイプ別に主要作業に要する移動距離を見たのが（図5－4）である。

　　1）中廊下型が、いずれの作業でも、小さい値を示している。厨房（配膳室）が比較的居室群から離れ

　ている中廊下型②が、食事でかなり大きな値となっている。

　同じ中廊下型でも、画室が居室群から分離しているものは、全体的に移動距離が長くなる。

2）　片廊下型では、排泄で便所分散型の方が、約3割程小さくなり有利である。しかし、片廊下の

ために、中廊下、ホール型と同じような値にしかならず、片廊下型の動線上の不利をうかがわせる。

3）　ホール型、複廊下型は、ほぼ同じような傾向を示し、比較的自由な動線、作業時にサーキュレ
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一ションを発生できる形が、有利であると思われる。

4）入浴に関する移動がかなりの量となり、鰍な緻形態（ストレ・チャーを押す）であること

を考えると、この距離はおさえたい。
5）食事にも、14。一22・mと多い。酉己灘（厨房）鋸室群から離れていると不利になる・朧

一居室の距離も、巡回的移動のため、かなり影響してくる。

6）排泄燗する瀕は、他の2つのイ二業砒べると小さ鞭である・これ1ま・醐処醒が・比

鮪居室群に近く設置されているためである．特に便所分散設置は慨に述べてし’るように・有利な

結果をもたらす。
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9．計画中の平面に対するモデル動線の適用

　　　　　　　　　　平面の事前評価

現在計画申の平面にモデル動線を適用することにより、利用上の問題点を発見し、事前評価を行曳

計画案の概要は次のとおりである。　（図5－5）参照

　　1）片廊下に近い格好の居室群が逆L字状に配置され、L字のネックに、寮母室、医務室、静養室、

　　　個室が近接して位置し、その内側のコーナーに娯楽、集会室があり、この施設の中心核を形成

　　　している。

　　2）　厨房、洗濯室、浴室の水回りに関する作業諸室は、L字の居室群の北端から西にウイング

　　を伸ばし、全体でコの字型のプランで中庭をとり囲む。その中庭に向かい機能訓練室、食堂が配置

　　される。

　　3）　各居室に、便所、洗面所が分散配置されるとともに、南開口部に、ディスペースを設け、

　　居室内での老人の生活の多様性への対応をはかっている。

　　4）　各居室群ごとに汚物処理室、倉庫、リネン収納庫（介護材料室）が分散設置され、居室群

　　の分化、寮母の介護単位の分化への対応を想定している。

　　5）　距離的に離れた浴室、洗濯室との連結として、渡り廊下が用意され、全体で廊下のループ

　　が形成されていることも特色である。

モデル動線適用の仮定を次のようにした。

　　！）　老人（50人）は、重度老人とし、そのうち要安静老人として、3名（静養室1名、個室

　　1人．×2－2名）を想定した。

　　2）　介護単位は、1単位とし、老人の特性別に分類収容はしない。

　　3）　モデル動線のリンク名で、この平面上にないものは、その機能を考慮し次のように仮定し

　　た。

　　　　　・リネン作業室→介護材料室

　　　　　・リネン庫　　→倉庫

　　　　　・洗面所　　　→各便所内に設置

　　　　　・配膳室　　　→厨房

　　4）　ルートが2つある場合は、最短距離を移動する。

まず移動距離について検討する。モデル動線の重度の場合を適用し、これを前記の各平面タイプと比

較検討した。　（図5－4）にこの計画案の値を示している。

　　1）　居室一居室間の移動は、4隣室でしかも、居室の廊下側に前室的な便所、収納庫が付属し

　　ているために、かなり長くなっている。

　　2）　反対に、汚物処理室、洗面所への距離が最も少ない値となり、最大のものの％～％の短縮が

　　はかられている。これには、便所分散化の利点、及び、汚物処理室分散化の有効性がよく表われ

　　ている。

　　3）　居室一リネン作業室の移動距離も中廊下型に匹敵するほど小さい値となる。これもリネン

　　作業室の分散化のメリットであろう。
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4）　寮母室一居室は、やはり廊下が長いため、かなりの距離になるが、一応居室群の中心にあ

ることで、平均的な値におさえられているとみるべきであろう。

5）　居室一洗濯室・配膳室・浴室は居室群から離れているにもかかわらず、さほど大きな値に

はならない。これは、西側の渡り廊下がバイパスとなり、有効に機能しているためであるご作業

によっては、サーキュレーションの発生も起りえ、動線の短縮は更に助長されることと思われる。

ただし、浴室との距離は、もう少し短縮したいところである。

6）　移動距離の統計は、居室一居室間距離が長く、廊下がかなり長いにもかかわらず、中廊下

型に匹敵する程小さくおさえられている。各諸室の分散、便所の分散、渡り廊下のバイパスとループ

の完成が、複合した効果をあげていることが明らかで、こうした計画あ有効性を十分にうかがい

知ることができる。

次に動線の交差、集中について考察する。　（図5－5）

　　1）　廊下がかなり動線が往きかうが、居室との間に、便所、収納庫等の前室的配置があるため、

　　居室内の唐住性への侵害は軽減される。

　　2）　渡り廊下、諸室の分散配置のため、ある所に集中することなく適度に分散されている。

　　なお、西側居室群より、厨房にかなりの強いつながりがみられるが、各居室ごとに表わしたため

　　で、実際は、ほとんど、居室一居室に吸収される動きである。　（配膳における動きの特性から）。

　　3）　居室群から、浴室、厨房、洗濯室へ向かう廊下のコーナーは、動線が集申しがちであり、

　　その動きが特殊な動き（ストレッチャー、配膳車、リネン集配車を伴なう）であることから、余

　　裕のあるかぎり、隅をおとし、直角的な曲がりをさけたいところである。

最後に作業別移動量について検討する。　（図5－4）

　　！）　計画案は、排泄で最も低い値を示し、食事介助で、中廊下型に次ぐ低さを示している。便

　　所洗面所の分散化、及び汚物処理室、リネン関係諸室の分散の有効性を裏づけている。

　　また、厨房の位置の影響も少ないことがわかる。

　　2）　入浴は、かなり大きな値となり、浴室一居室間の距離が影響していることをうかがわせる。

　　改善の望まれることである。

　以上、計画中の平面ヘモデル動線を適用することにより、これまで感覚的に判断されてきたことを、

量的な指標として、比較検討することができ、ある程度具体的な修正指針を得ることも可能であるこ

とが分った。
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